ドウブツ モデル ニ オケル シンゲンセイ ハイスイシュ ト ヒシンゲンセイ ハイスイシュ トノ ジキ キョウメイ ノ ヒカク ケンキュウ by 藤本 栄
An MR comparison study of cardiogenic and








ドウブツ モデル ニ オケル シンゲンセイ ハイス
イシュ ト ヒシンゲンセイ ハイスイシュ トノ ジ

























An MR Comparison Study of Cardiogenic and Noncardiogenic Pulmonary
















Wistarラットを対象群、 CPE群、 NCPE群の3群に分けた。 CPE群は、ラッ`トに21±2%体重の生理
食塩水CNS)を尾静脈投与後3時間、 NCPE群では、 0. 75mg/個体のリボ多糖類CLPS)を気管内投与後48




T2㌢緩和時間のため、肺病変を含むスライス上、 TE = 3,4,5,6血SでGEイメージを撮影した。 II壬瑚RS
臥stimmlated-echo acquisition血ode (STEAM)を利用し、TR/TE = 2000/35ms、 mixing timeぐ叫) = 40ms
に設定し、ファントムと肺病変の関心債域(3. 0X3. 0×3. 0mが)において取得した。肺額域のTJ値を評
価するた糾こ、ファントム信号強度(S工)の10%ごとに開催を設定し、開催以上のSIごとに肺領域を設
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1) MR信号強度が同程度の肺病変において、 T2*緩和時間は、 NCPEがcpEよりも長いこと。
2) NCPEにおけるT2書緩和時間の増長に、蛋白濃度の関与は否定的であること。
3)両モデルにおけるT2闇和時間の差異は、肺水分量以外の要因があること。
4)肺胞壁肥厚によるサセプティビリティの減少が、 T2*緩和時間の増長に関与している可能
性があること。
5)正常肺では、 lH-MRSによる評価が困難であるが、肺病変においては、評価可能なこと0
6 )両モデルの肺病変において乳酸値に有意差はないこと。
本論文は、 CPEとNCPEとの鑑別において、艦画像のT2*緩和時間とその信号強度の関係の有
用性について、また、生体内肺病変において、 'H-MRSによる評価の可能性について新しい知見
を与えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医
学)の学位授与に値するものと認められた。
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